
行 動 予 測 に よ る 減 災 ま ち づ く り
災 害 を 制 御 し 、 都 市 の 安 全 性 を 追 求

建設物価調査会の総合研究所では、次世代を担う若者の

育成・支援や様々な研究を通して建設事業の健全な発展 

と活性化に寄与する研究支援プロジェクトを行っています。 

その一環として、広く建設に関係する研究室を紹介します。

未 来 を
創 　 る
研 究 室
建 設 業 の 次 世 代 を 担 う
大 学 研 究 室 訪 問
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先を読み、先手を打って災害に対応する 
防災計画から災害制御へ

　廣井教授が災害対応研究の道を歩むきっか
けは、東日本大震災だった。元々人間の行動
を数式で記述し刺激に対する行動等を分析す
る研究をしていた教授は、未曾有の大災害を
前に何もできない自分に歯がゆさを感じたと
いう。「ベテラン研究者が様々な提案を国や
自治体に届ける一方、私のような経験の浅い
若手研究者には役割がなく、ただ災害を見つ
めているしかありませんでした」と振り返る。
そこで自分のような思いを未来の研究者がし
ないために、災害を調査し震災データを後世
に残すべきだと考えた。これが減災まちづく
りの研究につながっている。
　現在、教授が注力しているのは、IT・デジ
タル技術を使った災害対応の研究だ。災害発
生時に次に何が起こるかを予測し、先手を打
って災害に対応することで、被害拡大を防ぐ
技術の開発を目指している。過去の被害状況
を伝えるニュース、新聞などの膨大な文章を
分析し、「Aが起きてBが起きたらCが起き
る」という連鎖の関係性を導き出し、因果関
係のDB化に取り組んでいる。ある地震で特
定の現象が起きた時、その後の展開をタイム
ラインごとに予測し、被害の拡大を防ぐこと
ができるのではないかと言う。
　現代は単独災害よりも、地震×火災、地震
×猛暑など複合災害の可能性が高く、社会も
複雑化している。人の動きも多様で、考える
べき被害シミュレーションは無数にある。
「膨大な被害パターンが存在する大都市災害
や複合災害、想定外に対しては従来の決め打
ち型の防災計画ではなく、AIなどの知見を活
かして災害をリアルタイムに制御していく仕
組みも必要です」と教授は言う。災害の先を
読むことで、想定外も想定内になる。起きる
ことに先手を打つことで、減災につないでい
く。「今後予想される南海トラフ大地震や首
都直下地震では、人的被害の軽減のみならず
災害を制御し、災害下で社会経済機能をどう
確保していくかについても考えていかなくて
はなりません」と廣井教授は未来を見つめる。

１｜東大と言えばの、赤門
２｜能登半島現地調査の様子
３｜オープンキャンパスでの研究室紹介の様子
４｜東京大学本郷キャンパス内の三四郎池（育徳園心字池）
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H I R O I   U

東 京 大 学 先 端 科 学
技 術 研 究 セ ン タ ー
廣井 悠 教授
2001年　慶應義塾大学理工学部　卒業　　　　
2003年　慶應義塾大学大学院理工学研究科修士課程　修了
2007年　東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻　特任助教　
2012年　名古屋大学減災連携研究センター　准教授
2016年　東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻　准教授
2021年　東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻　教授
2023年　東京大学先端科学技術研究センター　教授（現在に至る）

専門分野｜都市計画、リスク工学、災害情報、火災工学
研究テーマ｜リスク評価・行動予測による減災まちづくりと
都市計画。「大都市防災」のテーマを中心に、制度設計・計画
立案のあり方について、都市計画的見地から追求していく。
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問題発見能力を伸ばし、
脳がちぎれるほど考え抜く過程を楽しく
ネットやAIを使えば何でもすぐに回答が得られる現
在、自分で問題を見つけ出す力が社会には必要であ
り、問題発見能力の育成を重視した教育を行ってい
ます。自分自身で問題を見つけ、改善策を考える。
問題解決に向けてあらゆる手法を総動員し、脳がち
ぎれるほど考え抜く。その過程を楽しく感じる指導
を心がけています。失敗を恐れず挑戦することも大
切ですが、モチベーションを維持するためにも、適
度な成功体験が必要です。楽しいと思える研究こそ
が真の学びにつながり、学生を成長させてくれると
考えています。

指導方針

学 生 イ ン タ ビ ュ ー ＊「学年」は2025年5月の取材当時のものです

和
田
佳
祐
（
わ
だ
け
い
す
け
）

修
士
２
年
　
千
葉
県
出
身

趣
味
：
地
元
の
人
の
日
常
に
入
り
込
む
よ
う
な
一
人

旅
、
ロ
ー
カ
ル
電
車

社
会
に
役
立
つ
防
災
ま
ち
づ
く
り
で

地
域
に
貢
献
し
た
い

　
防
災
・
災
害
は
常
に
探
求
す
べ
き
テ
ー
マ
で
、決
し

て
解
決
し
な
い
都
市
の
問
題
だ
と
感
じ
、社
会
に
役
立

つ
仕
事
を
し
た
い
と
、廣
井
研
究
室
に
入
り
ま
し
た
。

　
研
究
に
行
き
詰
ま
っ
た
時
、
廣
井
先
生
か
ら
「
手

を
動
か
せ
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。「
先
の
こ
と
を

考
え
す
ぎ
ず
、
と
り
あ
え
ず
行
動
し
て
み
れ
ば
何
か

見
え
て
く
る
」
と
先
生
は
言
い
ま
す
。
イ
ン
プ
ッ
ト

ば
か
り
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
で
き
な
い
私
で
し
た
が
、

や
っ
て
み
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
研
究
の
進
捗
状
況
を
10
〜
15
分
程

度
発
表
し
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
20
分
い
た
だ
く
と
い

う
密
度
の
濃
い
ゼ
ミ
で
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
能
力
も
向

上
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
や
都
市
開
発
関
連
企
業

で
、
地
域
産
業
が
ま
ち
の
文
化
や
空
間
形
成
に
与
え

る
影
響
を
活
か
し
た
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
地
域
に
携
わ
っ
て
貢
献
で
き
る
人
材
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

木
村
明
（
き
む
ら
め
い
）

修
士
１
年
　
兵
庫
県
出
身

趣
味
：
瞑
想
（
ぼ
ー
っ
と
す
る
時
間
を
設
け
る
）、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
演
奏

研
究
で
培
っ
た
課
題
発
見
力
や

ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
活
用
し
て
い
き
た
い

　
学
部
の
時
は
、
意
義
が
感
じ
ら
れ
な
い
研
究
テ
ー

マ
を
選
び
、
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
必

要
性
が
あ
り
、
社
会
に
役
に
立
つ
研
究
を
し
た
い
と

思
い
、
防
災
を
扱
う
廣
井
研
究
室
に
異
動
し
ま
し
た
。

　
廣
井
先
生
は
、
う
ま
く
言
語
化
で
き
な
い
け
れ
ど

モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
る
不
理
解
点
や
疑
問
点
な
ど
を
、

禅
問
答
の
よ
う
な
会
話
を
通
し
て
、
分
か
り
や
す
く

言
語
化
し
て
く
れ
ま
す
。
研
究
で
迷
っ
た
時
、「
こ

れ
で
い
い
と
思
い
ま
す
」
と
言
う
先
生
の
言
葉
に
は
、

抜
群
の
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
先
生
は
道
に
迷
っ
て

も
進
む
べ
き
方
角
を
示
し
て
く
れ
る
コ
ン
パ
ス
の
よ

う
な
存
在
で
、
先
生
と
話
を
す
る
と
、
自
分
が
進
む

べ
き
方
向
へ
導
い
て
く
れ
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

　
卒
業
後
は
分
野
の
違
う
金
融
業
界
に
進
む
予
定
で

す
が
、
研
究
で
培
っ
た
課
題
発
見
力
や
ア
プ
ロ
ー
チ

方
法
、
計
画
立
案
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

谷
聡
介
（
た
に
そ
う
す
け
）

修
士
１
年
　
愛
知
県
出
身

趣
味
：
そ
の
時
の
感
覚
で
行
き
先
を
決
め
る
ふ
ら
っ

と
旅
、
登
山

公
共
性
の
高
い
仕
事
で

社
会
貢
献
を
目
指
し
た
い

　
元
々
私
は
法
学
関
係
を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
も

っ
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
社
会
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た

い
と
思
い
、
都
市
工
学
科
に
転
向
し
ま
し
た
。

　
現
状
ま
ち
づ
く
り
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
、
町
内
会

長
や
企
業
オ
ー
ナ
ー
な
ど
、
金
銭
的
に
余
裕
の
あ
る

人
に
偏
り
が
ち
で
す
が
、
防
災
分
野
で
は
最
も
脆
弱

な
人
に
目
を
向
け
ま
す
。
廣
井
先
生
が
主
催
さ
れ
た

能
登
半
島
地
震
で
の
避
難
者
追
跡
ゼ
ミ
に
参
加
し
、

災
害
時
こ
そ
都
市
計
画
の
力
が
最
も
発
揮
さ
れ
る
場

面
だ
と
実
感
し
、
廣
井
研
究
室
に
入
り
ま
し
た
。

　
廣
井
先
生
か
ら
「
自
身
の
能
力
を
よ
り
よ
い
社
会

の
実
現
の
た
め
に
使
い
な
さ
い
」
と
飲
み
会
で
熱
く

指
導
さ
れ
て
い
ま
す
（
笑
）。
ま
た
先
生
は
「
学
会
が

あ
る
ぞ
！
　
出
ろ
出
ろ
！
」
と
学
会
発
表
を
推
奨
し

て
お
り
、
私
も
３
回
、
学
会
発
表
と
い
う
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、
都
市

再
生
機
構
や
公
共
交
通
系
企
業
で
、
公
共
性
の
高
い

仕
事
に
携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

富士山噴火による
首都圏での都市機能の
時間的・空間的喪失の類型化

世界的に稀な大都市への大規模降灰災害に備え、富士山宝永噴火規模
の噴火を想定して首都圏への影響を分析しています。20の評価指標で
降灰による都市機能喪失を分野横断的かつ時系列で評価し、市区町村
レベルで被害パターンを類型化。科学的根拠に基づく効果的な防災対
策とタイムライン策定を目指しています（日本災害情報学会第 30 回
学会大会にて研究発表）。

１

最 近 の 研 究 テ ー マ
土地利用細分メッシュデータを
用いた東日本大震災被災地の
復興後における再被災リスク分析

東日本大震災後の復興過程で被災地の再被災リスクがどう変化したか
を100mメッシュ単位で評価しています。津波・洪水・土砂災害の曝
露人口を2010年と2020年で比較した結果、津波リスクは減少したも
のの洪水・土砂災害リスクが増加していることが判明しました。地形
制約により完全なハザード回避が困難な地域での脆弱性を考慮した土
地利用計画の必要性を提示しています（日本災害情報学会第 30 回学
会大会にて研究発表）。

2

物的環境の整備につながる
防災まちづくり活動の主体と
プロセスに関する研究
－ SCAT を用いた防災まちづくり大賞
　受賞事例の質的データ分析－

住民参加型防災まちづくりはソフト面偏重の傾向がある中、ハード整備
（物的環境の改善）を実現した団体の特徴を探るべく、東京都墨田区、香
川県丸亀市などの防災まちづくり大賞を受賞した団体に90分ずつイン
タビューを実施。話の内容を「SCAT」質的分析手法を用いて共通点を
解明することで、防災まちづくり実践への活用と防災分野における新た
な分析視点の提供を目指しています（日本災害情報学会第 30 回学会大
会 優秀発表賞受賞）。

3

安田講堂（東京大学 大講堂） 2025年3月の卒業式

まとめと課題 ー本研究の成果

本研究では、物的環境の整備につながる防災まちづくり活動を実現している防災団体が、

などの特徴を持つことを明らかにした。

また、 による分析だけからは得られない、防災団体の主導者（研究参加者）属性について考察
し、さらに、物的環境の整備につながる防災まちづくり活動のプロセスについて考察した。

住民が自らの街について語り、守る意識を持つことに価値を見出す地域住民主体の活動
地域特性に応じた柔軟性と独自性の重視
ハードとソフトの統合的アプローチの実施
地域活動をマネジメントする「主導者」の存在
課題解決能力の組織化
外部リソース（大学、企業などの専門家や有識者）との繋がりの重視・活用
行政支援の存在
小小規規模模なな成成功功体体験験のの積積みみ重重ねねとと「「見見ええるる化化」」にに基基づづくく負負担担感感のの軽軽減減とと達達成成感感やや地地域域愛愛着着のの醸醸成成
世代交代が進まず、活動が高齢者に依存する現状
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